
研究概要（研究課題④）

集客地の活性化に資する、
　道路のホスピタリティ表現手法
　　　　　　　　　についての研究開発

商店街、観光地、温泉地など、地域の核である
集客地を活性化するためには、来訪者を暖かく
迎えていると見てとれるように道路を整備して、
まちを魅力的にすることが重要である。

そこで、ホスピタリティが表現される道路整備の
手法を整理し、地域住民にもよくわかる事例集
の形でまとめる。

道路政策の質の向上に資する技術研究開発

目的：

１

舗装、歩車境　（地方都市商店街）

①車道は黒舗装

　　　車の走り易さは犠牲にしません

　　　　（車重視型非ホスピタリティ）

②舗装の色、材質のグレードの差が
大きく、歩道が高い

　　　人間のためのスペースは限定して

　　　います

　　　　（人軽視型非ホスピタリティ）

③走行車線と路側の舗装の差異化

　　　車のスペースを絞りました

　　　　（車軽視型ホスピタリティ）

④歩道と路側の舗装の同一化
　　　人のスペースを広く見せます
　　　　（人重視型ホスピタリティ）

⑤レーンマークなどの道路標示施さず
　　　車の走り易さを助けません
　　　　（車軽視型ホスピタリティ）

⑥他に、フラット化、長い直線の線形、
横断架線、ベンチがない、沿道の建
物など、ホスピタリティ弱

道路標示が無く、路側を歩道と一体化して車のための空間

を、走行車線に限定して見せている。

しかし、「車が主役」という黒舗装が強いため、人を大事にす

ることになっていない。

※

２



研究概要（研究課題④）

集客地の道路でのホスピタリティとその表現
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安心型（危なくないようにしました）

人重視型（車よりも人を大事に）

　　車軽視型（車は大事にしない）

自己領域形成型（あなたの場を確保）

利便型（あなたにとって便利にしました）

厚遇型（手厚くもてなします）

礼節型（失礼にならないよう礼を尽くします）

迎客型（ようこそいらっしゃいました）

挨拶型（こんにちは）

不安型

人軽視型

　　車重視型

自己領域不形成型

不便型

冷遇型

非礼型

拒絶型

無挨拶型

（横断構成）歩道幅員を広く－広幅員歩道型

（横断構成）歩道を車道よりも相対的に広く
　　　　　　　　　　　　　　　－幅員比歩道優越型

（横断構成）道の中央に人間のスペースを配置

　　　　　　　　　　　　　　　－中分プロムナード型

　　　　　　　　　　　　　　　－アイランド型

（幾何構成）歩道を車道よりも高く－高位歩道型

（平面構成）車道に休憩スペースを張出す
　　　　　　　　　　　　　　　－休憩スペース張出型

（平面構成）歩道幅員を変化させ車道側に歩道を出す
　　　　　　　　　　　　　　　－歩道張出型

（横断歩道部）歩道を前に張出す－横断歩道張出し型

（横断歩道部）歩道を車道よりも高くする
　　　　　　　　　　　　　　　－横断歩道ハンプ型

（横断構成）車道幅員を狭く－狭幅員車道型

（平面構成）中央に物を置く

　　　　　　　　　　－中央照明柱型

　　　　　　　　　　－中央単木型

　　　　　　　　　　－中央モニュメント型

（平面線形）物があることで線形が曲がる
　　　　　　　　　　－障害物回避型

（舗装）走行車線とそれ以外で変える
　　　　　　　　　　－走行車線差異型

（ボラード）車道側に設置－車道設置型
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★集客地（商店街・観光地・温泉地）の沈下が地方の大問題★
問題解決の考え方

集客地　
の　　　　
集客

誰もが行って
みたいと思う
強い魅力がある

集客地の魅力

興味対象資源

（自然・人工物・イベント等）

商品

（宿泊・飲食・物販等）

訪問体験

（街歩き）

【新規創出難・一度見れば興味半減】

【競争熾烈・小経営者不利】

【上の２つが厳しいなか、

　集客地活性化の核に】

街体験を魅力的に（楽しければ何度も行く）街体験は歩く、見る、休むで成立

道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
沿道の建物

（施設）集客

滞留拠点

公共

民間

民間・公共

【やる気・資金あり】

【やる気・資金・いずれもノウハウ弱】

【まち交など使えるが、ノウハウ弱】

集客地活性化貢献可能

迎えられ、大事にされ、もてなされている
と見て取れると楽しい

４

①　歩いて楽しい

②　見て楽しい

③　休んで楽しい

集客地のホスピタリティ　：　来訪者を大事にしてもてなすこと
ホスピタリティ表現　　　　：　「大事にしてもてなすこと」を形に表して来訪者に伝えること
相手に伝わらないとホスピタリティにならない
相手に伝えるためには形にする必要がある


